
○玉名市マスコット「タマにゃん」の使用に関する規則 

平成２４年９月２８日 

規則第３１号 

（目的） 

第１条 この規則は、玉名市マスコット「タマにゃん」（以下「タマにゃん」とい

う。）の使用について必要な事項を定めることにより、本市のイメージを高め、

市内外で展開される意欲的な地域づくりを支援することを目的とする。 

（タマにゃんの図柄） 

第２条 タマにゃんの図柄は、別図のとおりとする。 

（タマにゃんに関する権利） 

第３条 タマにゃんに関する一切の権利は、玉名市（以下「市」という。）に属す

る。 

（使用の申請） 

第４条 タマにゃんを使用しようとする者（以下「申請者」という。）は、あらか

じめ市長に対して、玉名市マスコット「タマにゃん」使用申請書（様式第１号、

様式第１号の２又は様式第１号の３）に次の書類を添えて提出し、市長の承諾を

得なければならない。ただし、市長が必要と認めるときは、この限りでない。 

(1) 会社概要その他申請者の事業内容が分かる資料 

(2) 完成見本その他タマにゃんの使用状況が分かる物 

(3) 前２号に掲げるもののほか、市長が必要と認める書類 

（使用の承諾） 

第５条 市長は、前条の規定による申請があった場合において、その適否を決定し、

タマにゃんの使用を承諾したときは、玉名市マスコット「タマにゃん」使用承諾

書（様式第２号）により申請者に通知するものとする。この場合において、市長

が必要があると認めるときは、タマにゃんの使用方法等について条件を付するこ

とができる。 

（使用承諾の制限） 

第６条 市長は、第４条の規定による申請の内容が次の各号のいずれかに該当する

ときは、タマにゃんの使用を承諾しないものとする。 

(1) 法令又は公序良俗に反するものと認められるとき。 

(2) 市の信用又は品位を害するものと認められるとき。 

(3) 第三者の利益を害するものと認められるとき。 

(4) 特定の個人、政党若しくは宗教団体を支援し、又は支援するおそれがあると

認められるとき。 

(5) 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律（昭和２３年法律第１２

２号）第２条第１項に掲げる営業を行う者が使用するとき。 



(6) タマにゃんの使用によって第三者に誤認又は混同を生じさせるおそれがあ

ると認められるとき。 

(7) タマにゃんのイメージを損なうおそれがあると認められるとき。 

(8) 立体物による使用で、かつ、その表現がタマにゃんの立体物と認められない

とき。 

(9) 前各号に掲げるもののほか、タマにゃんの使用が適当でないと認められると

き。 

２ 市長は、前項の規定によりタマにゃんの使用を承諾しないときは、玉名市マス

コット「タマにゃん」使用不承諾通知書（様式第３号）により申請者に通知する

ものとする。 

（使用料） 

第７条 タマにゃんの使用料については、無料とする。 

（地位の承継） 

第８条 第５条の規定によりタマにゃんの使用の承諾を得た者（以下「使用者」と

いう。）の相続人、合併により設立される法人その他使用者の一般承継人は、当

該使用者が有していた当該使用の承諾に基づく地位を承継することができる。 

（使用上の遵守事項） 

第９条 使用者は、次に掲げる事項を遵守しなければならない。 

(1) 第５条の規定による使用の承諾の内容のみに使用すること。 

(2) 承諾に基づき製作する物品、商品等が完成したときは、完成見本を速やかに

市長に提出すること。ただし、完成見本の提出が著しく困難なものについては、

写真その他の方法をもって代えることができる。 

(3) 承諾を得たタマにゃんの使用の権利を譲渡し、又は貸与しないこと。 

(4) タマにゃんを用いた商品等の使用、宣伝又は広告に際してタマにゃんの表記

及び承諾番号を、当該商品等の包装、広告等に明示すること。 

（承諾内容の変更等） 

第１０条 使用者は、第５条の規定による使用の承諾の内容について追加又は変更

をしようとするときは、あらかじめ玉名市マスコット「タマにゃん」使用承諾内

容変更申請書（様式第４号）を市長に提出し、市長の承諾を得なければならない。 

２ 市長は、前項の規定による申請があった場合において、その内容を審査のうえ、

適当と認めるときは玉名市マスコット「タマにゃん」使用変更承諾書（様式第５

号）、不適当と認めるときは玉名市マスコット「タマにゃん」使用変更不承諾通

知書（様式第６号）により使用者に通知するものとする。 

（使用の承諾の取消し） 

第１１条 市長は、タマにゃんの使用の開始後において、次の各号のいずれかに該

当すると認めたときは、使用者に対し、タマにゃんの使用の承諾を取り消し、使



用物件の回収等の措置を講ずるよう求めることができる。この場合において、使

用者は、承諾の取消しの日からタマにゃんを使用することができないものとする。 

(1) 使用者がこの規則に違反したとき。 

(2) 使用者が第５条の規定により付した条件に違反したとき。 

(3) 虚偽の申請により使用の承諾を得たと判明したとき。 

(4) 第６条第１項各号のいずれかに該当するに至ったとき。 

(5) 前各号に掲げるもののほか、タマにゃんを継続して使用することが不適当で

あると認められたとき。 

２ 市は、前項の規定による使用の承諾の取消しにより生じた損害について、一切

の責任を負わないものとする。 

３ 市長は、必要に応じ使用者にタマにゃんの使用状況等について報告させ、又は

調査することができるものとする。 

（使用の非独占性等） 

第１２条 第５条の規定による使用の承諾は、使用者がタマにゃんを自己の商標又

は意匠とし、その他独占してタマにゃんを使用する権利を付与し、かつ、商品又

は使用者等について市が推奨するものではない。 

（経費等の負担） 

第１３条 市は、この規則に基づく申請等に要した費用並びにタマにゃんの使用に

係る経費及び役務を負担しない。 

（損失補償等の責任） 

第１４条 市は、タマにゃんの使用を承諾したことに起因して使用者が受けた損失

の補償等について、一切の責任を負わない。 

２ 使用者は、タマにゃんを使用した商品等の瑕疵
か し

により第三者に損害を与えたと

きは、これに対し全責任を負うものとする。 

３ 使用者は、タマにゃんの使用に際して故意又は過失により市に損害を与えたと

きは、その損害を賠償しなければならない。 

（情報の公開） 

第１５条 市長は、広く利用促進を図るため、タマにゃんの使用の承諾の状況等に

ついて、情報を公開することができる。 

（その他） 

第１６条 この規則に定めるもののほか、タマにゃんの使用に関し必要な事項は、

市長が定める。 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 

別図（第２条関係） 



 

備考 色付きの場合には顔、手、足及び尻尾の色は黄色とする。服装の上は青色、

下は群青色、蝶ネクタイは赤色とする。ただし、服装については着せ替え可能で

あるが、原則として左胸下にト音記号のマークを付けるものとする。 



 



 



 



 



 



 



 



 



様式第１号（第４条関係） 

様式第１号の２（第４条関係） 

様式第１号の３（第４条関係） 

様式第２号（第５条関係） 

様式第３号（第６条関係） 

様式第４号（第１０条関係） 

様式第５号（第１０条関係） 

様式第６号（第１０条関係） 

 


